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差はなく、両群ともに 1 ヶ月で低下したが（BP-SES 80.9±10.3%→2.9±1.7%; p<0.001, DP-
EES 81.9±13.0%→5.7±1.8%; p<0.001）、1 ヵ月時点では DP-EES 群と比較して BP-SES 群で低
値であった（p<0.001）。また、ストラット非圧着率（% malapposed struts）は治療直後の両
群間に差はなく、1 ヵ月時点でも同等であった（ BP-SES 4.9±3.7%, DP-EES 3.1±2.7%; 
p=0.083）。本研究により、慢性冠症候群患者において BP-SES は DP-EES と比較し良好な早期血
管治癒反応を示すという新しい知見が得られた。本論文は本学大学院学位論文(博士)審査基
準を満たしており、学位論文に値すると判断した。 
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